
県住公園へ散歩に出かけました。行きと帰りと２０分ずつ程

歩いて行きました。友だちと手をつないでしっかり歩けるよ

うになってきたぺんぎんさんです。

公園では滑り台やジャングルジムなど遊具や広場でたくさ

ん遊んで大はしゃぎでした。

ぺんぎん１月

クリスマスの日、外遊びから帰るとサンタさんからの手紙とプレゼントが部屋に置いてありました！！

こどもたちは「サンタさんだ～」と大喜びです。早速、新しいおもちゃを使って楽しみました。

保護者と職員の会からのクリスマ

スプレゼントだった井型ブロックを

ぺんぎんの部屋でもみんなで遊び

ました。長くつなげたり、立体的に

組み立てたり「みてみて～」と嬉し

そうに見せ合っていました。

１月はお正月遊びをしたり、散歩に出かけて元気いっぱい遊んだり友だちと一緒に楽しんでいきたいです。



ぬりえ上手でしょ
お絵描き、製作が大好きなAちゃん。ハサミで切るのも、のりで貼り付けるのも、シールを貼るのも「わ

たしもする～」と一番に来て何度も楽しんでいます。

中でも一番好きなのはぬりえです。

以前はぬりえの紙になぐり描きをして楽しんでいたAちゃんですが、徐々に黒線の中を塗ろうとす

るようになりました。

線の中を塗ろうと思うと、クレヨンを適度な力で持ち、細かく動かすことが出来なければならない

うえに、線も意識してクレヨンを動かしていかなければいけません。

シールを台紙からはがして紙に張り付けることで指先の操作性が、ハサミを握ったり開いたりする

ことで握力が、のりを適量指先につける集中力が身についたAちゃんだからこそぬり絵も上手に

なっていったのだと思います。

これからもいろいろな製作やお絵描きに興味を持って楽しんでいってほしいです。
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日中でも気温があまり上がらず寒い日も増えてきましたが、こども達は元気いっぱいに体を動かし

て遊んでいます。友だち同士での言葉や仕草でのやり取りも増えてきて、段々にぎやかになってき

ているかめさん達です。自分の思いを上手に伝えるのが難しい時期なので時にはトラブルもありま

すが、伝えようとする気持ちを大事にしながら仲立ちをして、これからも楽しく過ごせるようにし

ていきたいと思います。 

～県住公園～ 

手足をしっかり使って登り、 

シューッと滑る！ 

楽しくて何回も挑戦！ 

トンネルは休憩場所?? 

～隣りの公園～ 

コンビカー、三輪車、ボール、フラフープと色々な

遊具を使ったり、「よーいドン！」で走ったりして

たくさん体を動かしています！ 

室内では手先を使った 

遊びも楽しんでいます。 

シール貼りやスナップボ

タン等、段々と手先が器

用になってきています！ 

食育では白菜の浅漬けを作りました。 

白菜をちぎったり揉みこんだり食べてみたり。 

こういった事が出来るのも手先が発達してきて

いるからですね！食べてみると「おいしい～」

との声がたくさん聞こえてきました♪ 

アドベントカレンダーを１日づつ開いていき、

自分やお友だちの写真が出てくると一緒に 

喜ぶ姿もありました。 

クリスマスの日… 

サンタさんから「ララブーム」という玩具が 

届き、早速みんなで遊びました！！ 



ぼくもやってみたい！ 
最近、特に 1 歳高月齢児のお姉さ

ん達が赤ちゃん人形を使ってお世

話遊びを楽しんでいる姿を多く見

かけます。K 君は 0 歳児、赤ちゃ

ん人形を使って遊ぶというのはま

だ難しい年頃ですが、お友だちの遊

ぶ姿を観察しているかのようにじ

ーっと見ている事がありました。 

なんでそんなにじーっと見ている

のかなぁと思っていたら… 

かめ ヴィジブル 

どうやらお友だちがしていた事を自分もやってみたかったようです！！ 

赤ちゃん人形やおままごとのご飯等を使っていたのはお友だちなのですが、その子がその場を離れた時

に K 君はすかさずそこへ行って同じ仕草をし始めていました。 

一見、お友だちの玩具を取ったような感じに見えてしまいますが、これは取ったという事ではなく K 君

の“やってみたい”気持ちがあったからこその行動なのかなと思いました。 

0.1 歳児クラスは、まだまだ言葉でのやり取りが十分に出来ない分、玩具の取り合い等トラブルが起き

る事もあります。それを防ぐ為にもこども達の遊ぶ姿や動きをよく見て、必要に応じて保育士が仲立ち

するようにしています。この時も思わず“あ、あの子が使っていたから…”と止めそうになりました

が、見守る事にしました。 

ミルクを飲ませている様子、傾け加減といい絶妙で素晴らしい！！K 君が周りの友だちの様子をよく見

て自分の物としてまねっこしているのだなと思ったひと時でした。 


